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統一地方選挙

５月26日、絶好の田植え日和の中、町観光協会主催
の「田んぼのオーナー田植え体験会」が幌内地区で行
われ、過去最高となる約260人が参加。
水の張った田んぼでバランスを崩し、豪快に転ぶ

参加者の姿も見られ、笑顔があふれる体験会となり
ました。

今月の表紙
ＣＯＶＥＲ

http://www.town.atsuma.lg.jp/offi  ce/

「広報あつま」はホームページでもご覧いただけます

２０１9年
令 和 元 年 ６月 号

も　く　じ
ＣＯＮＴＥＮＴＳ

２ ひとのうごき
３ 統一地方選挙結果／町議会構成

４－５ 新議員抱負と決意
６－７ 国民年金
８－９ お知らせ
10 北海道胆振東部地震 被災者支援情報
役場の新しい顔

11 防災情報
12－13 ４月~５月のあつま
14 地域おこし協力隊／第47回あつま田舎まつり
15 厚高インフォメーション／将来の夢
16 厚真産ハスカップフェア／こぶしの湯あつま
まちのアイドル

17 健康情報
18 保健の掲示板
19 子育て支援センター
20 臨時職員募集／R

リ シ ン ク
ethink講座

21 情報ひろば

４月16日～５月31日届出分
※窓口などで、広報紙への掲載について確認できた方を掲載しています。

ひとのうごき
令和元年５月31日現在　（　）内は前月比

人　口　4,564人（＋1）
男 2,277人　女 2,287人

世帯数　2,147世帯（＋1）

明日の厚真への“愛”ことば

届
出
の
あ
っ
た
候
補
者
が
定
数
の
11
人
に

満
た
な
い
10
人
で
あ
っ
た
た
め
、
公
職
選
挙

法
第
百
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
選
挙
は
行

わ
れ
ず
、
無
投
票
と
な
り
ま
し
た
。

５
月
９
日
、
町
議
会
議
員
改
選
後
初
の
臨
時
議
会
が
開
か
れ
、

議
長
、
副
議
長
の
選
挙
、
監
査
委
員
の
選
任
、
な
ら
び
に
各
委

員
会
の
構
成
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
知
事
選
挙

町
議
会
議
員
選
挙

統一地方選挙第 1 9回 結果

有 権 者 数 3,812人
投 票 者 数 2,802人
棄 権 者 数 1,010人
投 票 率 73.50％
平成27年投票率 73.68％

氏 名 党派 区分
当 三 國　 和 江 無所属 現
当 森 田　 正 樹 無所属 現
当 大 捕　 孝 吉 無所属 現
当 木 本　 清 登 無所属 現
当 橋 本　 豊 無所属 新
当 下 司　 義 之 無所属 現
当 吉 岡　 茂 樹 無所属 現
当 髙 田　 芳 和 無所属 現
当 渡 部　 孝 樹 無所属 現
当 伊藤　富志夫 日本共産党 現

氏 名 党派 区分 得票数
当 鈴 木　 直 道 無所属 新 1,810票
石川　ともひろ 無所属 新 971票

４
月
21
日
執
行

４
月
７
日
執
行

町
議
会
構
成

|投票結果|届出のあった候補者

|候補者別得票数
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委
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司　

義
之

委

員

橋

本　

豊

委

員

森
田　

正
樹

委

員

伊
藤　

富
志
夫

委

員

髙
田　

芳
和

委

員

大
捕　

孝
吉

委

員

木
本　

清
登

委

員

三
國　

和
江

胆
振
東
部
消
防
組
合

議
会
議
員

橋

本　

豊

議
会
議
員

大
捕　

孝
吉

安
平
・
厚
真
行
政
事
務
組
合

議
会
議
員

森
田　

正
樹

議
会
議
員

下
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負 託 に 　 応 えます！
みなさんの

こ
の
た
び
の
町
議
会
議

員
選
挙
は
１
９
８
３
年
以

来
の
無
投
票
と
な
り
ま
し

た
。さ
ら
に
定
員
割
れ
と
な

り
、こ
れ
は
町
政
史
上
初
め

て
の
こ
と
で
す
。

法
律
に
よ
り
厚
真
町
で

は
２
人
以
上
の
欠
員
と
な
っ

た
場
合
再
選
挙
と
な
り
ま

す
。
議
会
が
構
成
さ
れ
な

け
れ
ば
、
町
政
の
停
滞
を

招
き
、
住
民
生
活
に
大
き

な
影
響
が
出
ま
す
。

私
は
与
え
ら
れ
た
４
年

間
、
復
興
へ
の
取
り
組
み

は
も
ち
ろ
ん
最
優
先
で
は

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
危
機

を
打
開
す
る
た
め
の
取
り

組
み
も
合
わ
せ
て
行
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

町
政
の
安
定
継
続
の
た
め

議
会
改
革
を
目
指
し
て

こ
の
た
び
、
町
議
会
議

員
選
挙
立
候
補
に
際
し
ま

し
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
厚
い
ご
支
援
、
ご
協
力

に
よ
り
４
期
当
選
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

初
心
に
立
ち
返
り
郷
土

の
よ
り
良
い
明
日
の
実
現

を
目
指
し
て
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
労
を
惜
し
ま
ず
町

民
の
目
線
で
町
政
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
立
場
を
貫
き
つ
つ

町
政
の
課
題
、
地
域
の
課

題
解
決
に
全
力
で
頑
張
り

ま
す
。

ま
た
、
胆
振
東
部
地
震

か
ら
の
１
日
も
早
い
被
災

者
の
生
活
再
建
な
ど
迅
速

な
復
旧
復
興
対
策
に
全
力

で
取
り
組
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

精
神
復
興
　
夢
・
未
来
・
町
づ
く
り

町
民
と
一
体
に
な
っ
て

こ
の
た
び
の
町
議
会
議

員
選
挙
に
あ
た
り
、
再
度

町
政
参
画
の
機
会
を
い
た

だ
き
改
め
て
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

胆
振
東
部
地
震
か
ら
の

１
日
も
早
い
被
災
者
の
生

活
再
建
と
被
災
地
域
の
早

期
の
復
旧
復
興
、
激
動
進

展
す
る
新
た
な
時
代
に
愛

郷
無
限
の
精
神
で
町
民
福

祉
の
向
上
と
社
会
の
安
寧

を
願
い
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
声
に
応
え
ら
れ
る
元
気

で
活
力
あ
る
町
づ
く
り
を

目
指
し
活
動
し
て
ま
い
り

ま
す
。
今
後
と
も
変
わ
ら

ぬ
ご
指
導
ご
鞭べ
ん

撻た
つ

よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ご
あ

い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

愛
郷
無
限
の
精
神
で

こ
の
た
び
、
町
議
会
選

挙
に
あ
た
り
多
く
の
町
民

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い

た
だ
き
３
期
目
を
迎
え
ま

し
た
。

平
成
か
ら
令
和
に
代
わ

り
新
し
い
時
代
を
迎
え
、

本
町
は
胆
振
東
部
地
震
か

ら
の
復
興
元
年
で
す
。

１
日
も
早
い
復
旧
・
復

興
を
目
指
す
と
と
も
に
農

業
振
興
や
人
口
減
少
、
福

祉
対
策
、
教
育
問
題
等
を

し
っ
か
り
と
考
え
、行
政
と

町
民
の
皆
さ
ま
の
架
け
橋

と
し
て
先
人
が
築
き
上
げ

た
貴
重
な
財
産
を
守
り
発

展
さ
せ
る
べ
く
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
指
導
ご
鞭べ
ん

撻た
つ

を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

安
全
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

こ
の
た
び
、
町
議
会
議

員
選
挙
に
お
い
て
無
投
票

と
い
う
結
果
で
は
あ
り
ま

し
た
が
多
く
の
町
民
の
皆

さ
ま
の
温
か
い
ご
支
持
ご

支
援
を
賜
り
再
度
町
政
の

一
端
を
担
う
責
任
を
い
た

だ
き
、
誠
に
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
す
。

今
期
は
復
興
と
い
う
こ

と
を
優
先
課
題
と
し
て
全

力
で
ソ
フ
ト
面
、
ハ
ー
ド

面
共
、
全
力
復
興
と
い
う

気
持
ち
を
絶
え
ず
持
ち
続

け
愛
郷
復
興
を
目
標
に
活

動
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
今
後
と
も
ご
指
導
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

愛
郷
復
興
を
目
標
に

全
力
復
興
、
迅
速
復
旧
、
復
旧
丁
寧

こ
の
た
び
の
町
議
会
議

員
選
挙
に
あ
た
り
、
多
く

の
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
、

温
か
い
ご
支
援
、
激
励
を

賜
り
３
期
目
の
町
政
へ
の

機
会
を
い
た
だ
き
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
「
公
平
・
対

話
・
協
働
」
の
ま
ち
づ
く

り
を
掲
げ
、
議
会
活
動
を

続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
年
度
は
復
興
元
年
と

位
置
づ
け
、
復
旧
・
復
興

に
最
優
先
的
に
取
り
組
み
、

小
さ
く
て
も
活
力
の
あ
る

地
域
社
会
の
発
展
を
目
指

し
て
、
さ
ら
に
こ
の
町
が

住
み
や
す
く
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
と
な
る
よ
う
、

誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

す
べ
て
の
人
が
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
…

こ
の
た
び
の
町
議
会
議

員
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
の

温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

農
業
の
振
興
の
推
進
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
胆
振

東
部
地
震
で
の
甚
大
な
被

害
か
ら
１
日
も
早
く
復
旧
、

復
興
を
加
速
さ
せ
、
元
の

平
和
で
安
心
安
全
な
生
活

が
で
き
る
地
域
を
取
り
戻

す
こ
と
が
私
の
責
務
と
考

え
ま
す
。
皆
さ
ま
の
声
を

し
っ
か
り
町
政
に
反
映
さ

せ
て
い
き
、「
こ
の
町
に
住

め
て
良
か
っ
た
」
と
実
感

で
き
る
よ
う
、
未
来
に
向

か
っ
て
と
も
に
歩
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

「
こ
の
町
に
住
め
て
良
か
っ
た
」と

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

こ
の
た
び
、
町
議
会
選

挙
に
あ
た
り
、
２
期
目
の

町
政
へ
の
参
画
の
機
会
を

い
た
だ
き
、
改
め
て
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り

ま
す
。

新
た
な
時
代
「
令
和
」

が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
町

に
お
い
て
は
、
復
興
・
復

旧
元
年
の
年
で
も
あ
り
ま

す
。
町
民
の
声
を
聞
き
、

地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
守

り
・
育
て
、
羽
ば
た
け
る

よ
う
、
明
日
へ
の
責
任
を

担
い
、
か
つ
、
地
域
力
・

田
舎
の
良
さ
を
十
分
に
発

揮
で
き
る
よ
う
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
が
触
れ
合

い
な
が
ら
、
安
心
と
や
す

ら
ぎ
の
あ
る
町
に
す
る
た

め
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

災
害
に
強
い
町
づ
く
り
の
た
め
に

こ
の
た
び
の
町
議
会
議

員
選
挙
に
お
き
ま
し
て
無

投
票
と
い
う
形
で
は
あ
り

ま
す
が
、
再
度
、
町
政
参

画
の
機
会
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
に
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
使
命

の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
胆
振
東
部
地
震

で
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
復
旧
・
復
興
に
は

長
い
年
月
が
必
要
で
す
が
、

町
民
の
総
力
で
美
し
い
郷

土
を
取
り
戻
し
、
住
ん
で

い
て
良
か
っ
た
と
感
じ
る

こ
と
が
で
き
、
こ
れ
か
ら

も
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い

と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
に

全
力
投
球
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と

住
み
続
け
た
い
ま
ち「
あ
つ
ま
」へ

こ
の
た
び
、
町
議
会
選

挙
に
当
選
し
、
２
期
目
を

迎
え
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は

本
当
に
多
く
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
心
か
ら
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

２
期
目
と
い
う
事
で
３

つ
の
目
標
を
掲
げ
、
頑
張

る
決
意
で
す
。
１
つ
目
は

復
興
復
旧
に
全
力
を
尽
く

し
ま
す
。
２
つ
目
は
議
会

基
本
条
例
の
制
定
を
目
標

に
議
会
改
革
を
目
指
し
ま

す
。
３
つ
目
は
、
皆
さ
ん

の
声
を
大
事
に
聞
き
取
り

議
会
・
町
政
に
届
く
よ
う

頑
張
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

復
興
・
復
旧
に
全
力
を
尽
く
し

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

負 託 に 　 応 えます！
みなさんの

豊
丘
吉よ

し

岡お
か 

茂し
げ

樹き

67
歳
／
農
業
／
無
所
属
／
③

共
栄
渡わ

た

部べ 

孝た
か

樹き

56
歳
／
会
社
役
員
／
無
所
属
／
⑤

豊
沢
下し

も

司つ
か
さ 

義よ
し

之ゆ
き

58
歳
／
自
営
業
／
無
所
属
／
④

高
丘
橋は

し

本も
と 

豊
ゆ
た
か

60
歳
／
農
業
／
無
所
属
／
①

新
町
森も

り

田た 

正ま
さ

樹き

56
歳
／
自
営
業
／
無
所
属
／
②

豊
沢
伊い

藤と
う 

富ふ

志じ

夫お

64
歳
／
無
職
／
日
本
共
産
党
／
②

新
町
高た

か

田だ 

芳よ
し

和か
ず

64
歳
／
無
職
／
無
所
属
／
②

軽
舞
大お

お

捕と
り 

孝こ
う

吉き
ち

71
歳
／
農
業
／
無
所
属
／
③

朝
日
木き

本も
と 

清き
よ

登と

70
歳
／
会
社
員
／
無
所
属
／
④

京
町
三み

國く
に 

和か
ず

江え

71
歳
／
無
職
／
無
所
属
／
④

抱 負 と 決 意

1 0 人 の 新 議 員

※議席番号順
※氏名の次は年齢／職業／党派／当選回数
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国
民
年
金

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
の
国
民
み
ん
な
が
加
入
す
る

大
切
な
制
度
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
に
国
民
年
金
に

つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
年
４
回
に
分
け
て
、

し
く
み
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

相談・問い合わせ

ねんきん加入者ダイヤル　☎0570-003-004
受付時間　月曜～金曜日　８時30分～19時　第２土曜日　９時～17時
※祝日（第２土曜日を除く）、12月29日～１月３日は利用できません。

町民福祉課 町民生活グループ（総合ケアセンターゆくり内）　☎26-7871
日本年金機構苫小牧年金事務所　☎0144-36-6135

KOKUMIN NENKIN

令和元年度の国民年金保険料

月額16,410円 
納付は口座振替が便利です。
また、前納すると割引がありお得です。
納付が難しい方は免除申請ができます。

経
済
的
に
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な

い
方
に
「
申
請
免
除
」
制
度

国
民
年
金
に
は
保
険
料
の
免
除
制
度

が
あ
り
ま
す
。「
収
入
が
少
な
い
た
め
、

国
民
年
金
保
険
料
を
全
額
納
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
」
と
お
困
り
の
方
は
、
免

除
制
度
の
活
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

収
入
の
減
少
や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
難
し
い
と

き
、
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

令
和
元
年
７
月
分
か
ら
令
和
２
年
６

月
分
の
保
険
料
の
免
除
申
請
は
７
月
か

ら
受
付
し
ま
す
。

◆
申
請
の
前
に
…

○
申
請
は
、
原
則
毎
年
必
要
で
す
。

○
不
慮
の
事
故
や
病
気
が
発
生
し
て
か

ら
申
請
を
行
っ
て
も
、
障
害
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
要
件
に
算
入
さ
れ
ま

せ
ん
。

○
申
請
前
に
納
付
さ
れ
た
保
険
料
は
、

お
返
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
納
付
さ
れ
た
保
険
料
は
将
来

受
け
取
る
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま

す
。

○
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る
方
は
、

金
融
機
関
、
町
民
福
祉
課
町
民
生
活

グ
ル
ー
プ
ま
た
は
年
金
事
務
所
窓
口

で
口
座
振
替
辞
退
の
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。
承
認
期
間
が
終
了
し
た

後
、
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は

口
座
振
替
納
付
申
出
書
の
提
出
が
必

要
で
す
。

○
前
年
の
所
得
が
未
申
告
の
方
は
、
総

務
課
税
務
グ
ル
ー
プ
で
所
得
の
申
告

を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。
前
年
の
所

得
が
な
か
っ
た
方
も
申
告
を
お
願
い

し
ま
す
。

50
歳
未
満
の
方
に

「
若
年
者
納
付
猶
予
」
制
度

50
歳
未
満
の
方
（
学
生
以
外
）
で
、

働
い
て
い
な
い
な
ど
の
理
由
で
生
活
に

余
裕
が
な
い
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。

申
請
に
は
、
本
人
、
配
偶
者
（
別
居

中
の
配
偶
者
を
含
む
）
そ
れ
ぞ
れ
の
前

年
所
得
な
ど
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。
た

だ
し
、
同
居
す
る
世
帯
主
の
所
得
は
問

い
ま
せ
ん
。

20
歳
以
上
の
学
生
さ
ん
に

「
学
生
納
付
特
例
」
制
度

学
生
の
方
が
、
申
請
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。
こ

の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
将
来

の
年
金
受
給
権
の
確
保
だ
け
で
な
く
、

万
一
の
事
故
な
ど
に
よ
り
障
害
を
負
っ

た
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
請

に
は
、
本
人
の
前
年
の
所
得
基
準
な
ど

の
審
査
が
あ
り
ま
す
が
、
世
帯
主
、
配

偶
者
の
所
得
は
関
係
し
ま
せ
ん
。

障
害
基
礎
年
金
や
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
方
に「
法
定
免
除
」制
度

障
害
基
礎
年
金
、
障
害
厚
生
年
金
の

１
級
・
２
級
の
受
給
権
者
、
生
活
保
護

法
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
方
、

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
、
国
立
保
養
所
な

ど
に
入
所
し
て
い
る
方
は
保
険
料
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

法
定
免
除
に
該
当
す
る
方
で
も
保
険

料
の
納
付
を
申
し
出
る
こ
と
で
、
前
納

や
口
座
振
替
を
利
用
し
て
保
険
料
を
納

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
の
が
難
し
い
方
に

知
っ
て
ほ
し
い
４
つ
の
制
度

保
険
料
の
免
除
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

役場（町民福祉課　町民生活グループ）

却下

・ お手元の納付書
で保険料を納め
てください

・ 納付書を紛失さ
れた場合は年金
事務所にご連絡
ください

※50歳未満の方が対象

・ 後日送付される一部納付用の納付
書がで保険料を納めてください

一部納付月額保険料額
（令和元年度）

４分の１納付 4,100円
半 額 納 付 8,210円
４分の３納付 12,310円

※ 決められた保険料を納めないと
未納扱いとなります

・ 令和２年７月以降も免除を希望する場合は、
毎年７月に申請を行う必要があります

・ 申請書の継続希望欄「はい」を記入することに
より、翌年度以降は申請しなくても申請があっ
たものとみなされ審査が受けられます
・ 上記の内、納付猶予が承認された次の年度にお
いて全額免除の審査基準に該当する場合、その
年度以降は全額免除を希望することも可能です
・ 失業を理由とする承認を受けた方は、来年度も
申請が必要です

令和元年７月～令和２年６月
保険料が免除または納付猶予となります

一部納付 全額免除 納付猶予

日本年金機構
審査期間中に催告状などが届く場合もありますのでご了承ください。

後日、審査結果通知のはがきが郵送されます。

申
請

審
査

結
果
の
通
知

保
険
料
の
納
付

次
年
度
の
手
続
き

申請書を提出
申
請
書

１

２３

４
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お知らせ

⃝持参するもの
①児童手当・特例給付現況届用紙　②印鑑
③�厚生年金保険等に加入の場合は受給者の健康保険被保険
者証の写し

※この他にも、状況によって提出する書類があります
⃝提出期限
７月１日（月）
⃝提出先
�町民福祉課子育て支援グループまたは上厚真支所

⃝対象
町内に在住する18歳以上の方で新規にわな猟免許の取得を行う方
⃝補助対象経費および補助率
①事前講習受講費（一般5,000円程度）について全額助成
⃝提出書類
①補助金等交付申請書兼請求書
②狩猟免許試験予備講習申込書
③領収書（狩猟免許試験予備講習料）
※提出に係る郵送料などは自己負担
⃝受付期間
�事 前 講 習▷７月12日（金）まで
狩猟免許試験▷６月19日（水）～７月19日（金）
・�事前講習を受講する場合は、あらかじめ狩猟免許試験の申し込み
が必要です

・上記窓口で必要書類を配布します
・�受験についてのご不明点などは、お問い合わせください

日時　７月21日（日）　９時~17時
場所　�苫小牧市民会館�

苫小牧市旭町３丁目２番２号
内容　�狩猟読本を用いた講習�

猟具を用いた技能講習

日時　８月４日（日）　９時~
場所　�苫小牧市労働福祉センター�

苫小牧市末広町１丁目15番７号
内容　�法令に関する筆記試験�

実技試験

現況届は、毎年６月１日の状況について
届け出て、６月分以降の児童手当等を引き
続き受けるための要件（児童の監護状況、
生計関係など）を満たしているかどうかを
確認するためのものです。
提出がない場合は、６月分以降の手当の

支給が停止されますので、ご注意ください。
また、マイナポータルぴったりサービス

を利用して電子申請により手続きも利用で
きます。

事前講習（北海道猟友会実施）

狩猟免許試験（胆振総合振興局実施）

町民福祉課�子育て支援グループ　☎ 26‒7872
（総合ケアセンターゆくり内）

産業経済課�農業グループ　☎ 27‒2419

児童手当現況届の提出

狩猟（わな猟）免許取得費補助

６月分以降の児童手当等を受給するためには、現況届の提出が必要です。

甚大なエゾシカなどによる農林業被害を防ぐため、狩猟免許の取得費を補助します。

ご家庭で手軽に楽しくできるガーデニング講習を行います。

花と緑による地域の環境美化に取り組んでいる場所や庭を募集します。

⃝対象
町内の個人・自治会・団体が管理する庭や花壇など
⃝内容
審査員の審査により、他の模範となる団体および個
人を表彰します。個人の部で応募された方には、商
品券を差し上げます
⃝応募方法
各自治会のコミュニティ運動推進委員または自治会
長に連絡ください

⃝募集期間
７月12日(金)まで
⃝審査日
７月25日(木)

ガーデニング講習会

花いっぱいコンクール作品募集 コミュニティ運動推進協議会事務局　☎ 27‒3179
（まちづくり推進課�企画調整グループ）

コミュニティ運動推進協議会事務局　☎ 27‒3179
（まちづくり推進課�企画調整グループ）

⃝日 時　７月４日(木)　13時30分～
⃝会 場　表町公園ステージ（表町45）
⃝講 師　梅原智哉氏（梅原商店）
⃝内 容　�ご家庭で手軽に楽しくできる花の

寄せ植え講習

⃝定 員　20人
⃝参 加 費　1,000円
⃝持 ち 物　スコップ、軍手
⃝募集期間　�７月１日(月)まで�

※電話でお申し込みください

▽昨年の受賞作品

団体の部
（鹿沼婦人会）

個人の部
（宇隆・尾谷道子さん）

⃝対象
①65歳以上の独居高齢者世帯
②�65歳以上の高齢者のみの世帯（18歳未満の同
居者がいる場合を含む）
③�身体障害者手帳３級以上または５級以上の肢
体不自由者のみの世帯（65歳以上または18歳
未満の同居者もしくはその両方が同居する場
合を含む）
④母子家庭の世帯
⑤その他町長が特に必要と認めた場合
⃝助成金額
駆除に要した費用の２分の１以内�
※駆除１件あたり上限5,000円
⃝提出書類
�申請書、駆除業者の領収書の写し
※印鑑を持参してください

夏から秋にかけて、スズメバチの活動が活発とな
り、軒先などに巣をつくります。スズメバチは攻撃
性が高く、不慣れな人が駆除しようとすると刺傷被
害の原因にもなり、最悪の場合、死に至る大変危険
なハチです。
巣が大きくならないうちに専門知識のある業者に
駆除してもらうのが最も安全です。駆除業者の紹介
も行いますので、お問い合わせください。

防護服を着用せず駆除することは、大変危険です
ので絶対にやめてください。ご自身で駆除する方に
防護服を無償で貸し出しています。

スズメバチの駆除は、専門業者に頼みましょう。

どうしても自分で駆除したい場合は

町民福祉課�町民生活グループ　☎ 26‒7871
（総合ケアセンターゆくり内）スズメバチ駆除費用助成

スズメバチの駆除費用の一部を助成します。

第19回　集まリンピック

伝統の自治会対抗競技をはじめ、お子さん
から高齢者まで、楽しく参加できる競技が盛
りだくさんです。ご近所・職場・ご友人お誘
い合わせの上、ぜひご参加ください！

•借り物競争　•ムカデ大レース
•ダービー　•長なわとび
•○×ゲーム　•玉入れ　•混合リレー
ほか、運命競争やレクリエーション競技が
盛りだくさんです。

問い合わせ　教育委員会�生涯学習課�社会教育グループ　☎27-3775（スポーツセンター内）

会場 かしわ公園野球場
（雨天時はスタードーム）８月18日（日）９時～
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被 災 者 支 援 情 報北海道胆振東部地震

災害義援金（北海道分）の配分金額変更

「災害関連死」による災害弔慰金のご相談について

北海道から配分されている義援金について、北海道災害義援金配分委員会で次のとおり配
分金額が変更となりました。なお、すでに配分金額変更前の金額で支給決定された方は、随
時、差額分の支給決定をします。

人的被害
被害区分 配分金額 対　　象
死亡者 変更なし 100万円地震による死亡または関連死と認定された方

重傷者
変更前 30万円地震に直接起因し30日以上の治療を受けた方

（医師の診断書が必要）変更後 50万円

住家被害
被害区分 配分金額 対　　象

全壊
変更前 80万円り災証明書（※1）が全壊の家屋の自己所有居住

者または、借家居住借主変更後 1,00万円

半壊
変更前 35万円り災証明書（※1）が大規模半壊または半壊の家

屋の自己所有居住者または、借家居住借主変更後 50万円

一部損壊
(半壊に至らない
方を含む)

変更前 2万円震災時点（※2）で住民票がある、家屋の自己所有居住者または借家居住借主、および震災時点
（※2）で住民票がないが居住実態を確認できる、
家屋の自己所有居住者または借家居住借主変更後 10万円

※1…り災者区分が物件居住者
※2…平成30年９月６日

平成30年北海道胆振東部地震により直接
死亡された方以外で、「災害関連死」により
死亡されたと思われる方のご遺族等からの
災害弔慰金の相談を受け付けています。
「災害関連死」とは、平成30年北海道胆振
東部地震の影響による負傷または疾病、既
往症の増悪などによる死亡で、地震と死亡
との間に相当の因果関係が認められるもの

をいい、厚真町災害弔慰金等支給審査委員
会において専門的見地から因果関係等を審
査します。
「災害関連死」による災害弔慰金の申し出
をされる方はご相談ください。

問い合わせ  総務課 財政グループ　☎27-2481

問い合わせ
町民福祉課 福祉グループ　☎26-7872
（総合ケアセンターゆくり内）

11

防災情報の伝え方が
わかりやすくなりました

水害・土砂災害について、市町村が出す避難情報と、
国が出す防災気象情報を情報の意味を直感的に理解
できるよう、５段階に整理しました。

河川が氾濫する可能性が高まったときにその周辺
にいる人に氾濫の危険をお知らせする情報が自動で
発信されるようになりました。

緊急速報メールが届いたら…　国土交通省　「川の防災情報」　をチェック！

〔パソコン〕https://www.river.go.jp/
〔スマートフォン〕https://www.river.go.jp/s/

身近な「雨の状況」、「川の水位と危険性」、「川の予警報」
などをリアルタイムでお知らせするウェブサイトです。

問い合わせ　総務課 研修防災グループ（☎27－2322）

洪水情報が緊急速報メールで
発信されるようになりました

警戒レベル 取るべき行動
（避難行動など）

行動を促す情報
（避難情報など）

判断の参考となる情報
（警戒レベル相当情報）

警戒レベル

５
すでに災害が発生している状況です。
命を守るための最善の行動をとりましょう。

市町村が発令
災害発生情報

氾濫発生情報
大雨特別警報　など

警戒レベル

４
全員避難

速やかに避難先へ避難しましょう。
公的な避難場所までの移動が危険と思わ
れる場合は近くの安全な場所や自宅内の
安全な場所へ避難しましょう。

市町村が発令
避難勧告
避難指示（緊急）

氾濫危険情報
土砂災害警戒情報　など

警戒レベル

３
高齢者等避難

高齢者や障害のある人、乳幼児など避難
に時間を要する人とその支援者は避難し
ましょう。その他の人は避難準備を整え
ましょう。

市町村が発令
避難準備
高齢者等避難開始

氾濫警戒情報
洪水警報
大雨警報　など

警戒レベル

２
避難に備えハザードマップなどにより
自らの避難行動を確認しましょう。

気象庁が発令
洪水注意報
大雨注意報

氾濫注意情報　など

警戒レベル

１ 災害への心構えを高めましょう。 気象庁が発令
早期注意情報

とるべき行動を伝えます

防災行政用無線でこのように放送されます

「緊急放送、緊急放送、警戒レベル４、避難開始」
「こちらは防災あつまです。災害対策本部からお知らせします。」
「〇〇地区に洪水に関する警戒レベル４、避難勧告を発令しました」
「厚真川が氾濫するおそれのある水位に到達しました」
「〇〇地区の方は速やかに○○避難所に全員避難を開始してください」

警戒レベルと取るべき行動を
端的に伝えます

避難勧告などの発令を伝えます
災害の状況を伝えます

警戒レベル５はすでに災害が発生している状況です。
防災情報はいろいろあるけれど
いつ避難すればいいの？

警戒レベル４で全員避難!!

建設課土木グループ　主査
（北海道建設技術センターから派遣）
永
なが
井
い
俊
しゅん
介
すけ
（41歳）

厚真町の復興のため、尽力します。

町民福祉課子育て支援グループ　主任
（任期付職員）
幅
はば
田
た
加
か
奈
な
子
こ
（43歳）

子どもたちが楽しく過ごせるよう頑張
ります。

産業経済課農業グループ　主事

太田　幸平（27歳）
笑顔を大切にして町のために頑張りま
す。

５月１日付新しい顔
役場の 紹介します
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4月23日から5月5日まで、幌内、吉野、富里など6地区の被災を受
けた農地などで営農再開に向け、鹿侵入防止柵の再設置作業を行いま
した。
昨年の地震の土砂崩れにより町内で約46kmにわたる鹿侵入防止柵

が被害を受けたため、柵の設置作業には農家や農業関係団体職員、ボ
ランティアら延べ約460人が参加。
幌内地区で米やカボチャなどを生産する山本隆司さん（54歳）は「柵

の設置作業は、1年かけて育ててきた作物を食害から守る最も重要な
作業だと思います。ボランティアなど多くの方にご協力いただき、あ
りがたいです」と感謝の言葉を述べていました。
なお、６月には美里や朝日など4地区約10kmの柵を設置予定です。

握手を交わす宮坂町長と丸谷社長

左から近藤副町長、村井さん、高橋部長

土地改良区（山田英雄理事長）主催による取水式が、厚真ダム管理
事務所前で行われました。
例年は厚真ダム水神宮で執り行われますが、本年は地震の影響によ

り場所を変えての挙行となりました。
式には土地改良区、町、町議会、ＪＡとまこまい広域、町農業委員会、

みなみ北海道農業共済組合いぶり支所、地元自治会の関係者など約30
人が参列し、１年を通して水が枯れることなく、豊穣の秋を迎えられ
るよう願いを込めて玉串を捧げていました。

営農再開に向け農家やボランティアなど
延べ460人で被災した鹿侵入防止柵を設置

豊穣を願い、厚真ダムで取水式

日
日4月

～

5月

日９

あつま
４月～５月の

Town News

春の交通安全運動の一環として、厚真市街地で「セーフティコール
あつま」が行われました。
当日は町内の各団体・事業所のほか、厚真高校の生徒や災害復旧工

事関連企業からの参加もあり、過去最高となる約130人がのぼりやプ
ラカードを掲げ交通安全を呼びかけ。
開会式で町交通安全推進委員会会長の宮坂町長は、「災害復旧工事

に伴い、工事車両の通行も多いため、交通安全にはいっそう気をつけ
ていただきたい」とあいさつしました。

ドライバーへ交通安全を呼びかけ
セーフティコールあつまを実施日10

５
23

鵡川漁業共同組合厚真支所青年部（西舘純之部長）と女性部（村上
裕子部長）の主催による植樹会が、宇隆地区の町有林で行われました。
この植樹会は平成４年８月の集中豪雨で厚真川が氾濫し、大量の土
砂がホタテ漁場に流れ込んだことによって大きな被害を受けたことを
きっかけに、平成７年から開催されています。
当日は部員ら約30人が参加し、0.4ヘクタールの森林にカラマツの
苗木700本を植樹しました。開会式で宮坂町長は「自然に対して人間
ができることをしていくという精神が大切。この歩みが自分たちの孫
子に伝わっていくように祈念します」とあいさつしていました。

株式会社セコマと厚真町との「まちづくり連携協定」および「災害
協定」の調印式が総合福祉センターで行われ、丸谷智保代表取締役社
長と宮坂町長が協定書を交わしました。
同社はこれまでに、厚真産ハスカップを使用したアイスを販売して
おり、また、発災時には町内２店舗を通じて物資の供給をいただくな
ど深い関わりのある企業。
このたび締結したまちづくり連携協定に伴い、今後は活気あふれる
まちづくりに取り組むために連携していきます。
災害協定は、今後大規模災害の発災時に、食料や飲料水、生活物資
の供給などの被災者に対する円滑な救援活動をいただくものです。
丸谷社長は「じゃがいもや米の利用、倒れた樹木の再利用などを検
討し、復興と発展に協力していきたい」と述べました。
また、宮坂町長は「災害時、町内2店舗を通じた支援をいただき感
謝しています。発災時の食料確保、物資確保の難しさを実感している
中で今回の協定はとても心強く思います」と話しました。

村井広昭さん（上厚真・68歳）が野生生物保護功労者表彰を受賞し、
役場で胆振総合振興局保健環境部の高橋奉己くらし・子育て担当部長
から環境省自然観光局長感謝状を伝達されました。
これは、永年にわたり野生生物保護に関する実践や、普及啓発に顕
著な功績のあった方を環境省らが表彰するものです。
村井さんは塗装店を営む傍ら、平成16年から15年間鳥獣保護監理
員として自然環境の適切な利用促進に尽力されてきました。
村井さんは「地震で被害を受けた野鳥の繁殖地など、鳥獣の変化を
注視し続けていきたいです」と話していました。

木を育て、海を守る
漁協厚真支所青年部・女性部が植樹

株式会社セコマと
「まちづくり協定」「災害協定」を締結

村井広昭さんが
野生生物功労者表彰を受賞

日

日

日

16

20

24
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■
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
あ
つ
ま

５
月
10
日（
金
）

本
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
活

動
・
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
２

年
前
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

１･

２
年
生
全
員
で
参
加
し
て
き
ま
し

た
。宮

坂
町
長
か
ら
「
厚
真
高
校
の
生
徒

さ
ん
33
人
の
参
加
が
あ
り
、
１
０
０
人

を
超
え
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
コ
ー
ル
あ
つ

ま
と
な
り
ま
し
た
。
今
日
は
、
交
通
事

故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
で
す
。
厚
真
町

で
交
通
事
故
で
の
死
者
数
が
ゼ
ロ
と
な

る
こ
と
を
願
い
ま
す
」
と
紹
介
い
た
だ

き
ま
し
た
。

町
の
中
心
部
の
交
差
点
の
周
辺
に
旗

波
を
作
り
ま
し
た
。
北
海
道
胆
振
東
部

地
震
の
復
興
作
業
車
両
が
多
く
行
き
交

い
、
昨
年
か
ら
比
べ
て
３
〜
４
倍
の
交

通
量
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

■
ケ
ー
タ
イ
教
室　
　
５
月
10
日（
金
）

携
帯
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
お
よ

び
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用
に
当
た
っ

て
、
必
要
な
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
に
つ
い

て
学
ぶ
と
と
も
に
、
ネ
ッ
ト
有
害
サ
イ

ト
、
詐
欺
行
為
か
ら
身
を
守
る
知
識
と

技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ　
ケ
ー
タ
イ
教
室
」

を
行
い
ま
し
た
。

講
師
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ　

ス
マ
ホ
・

ケ
ー
タ
イ
安
全
教
室
講
師　

澤
口
美
香　

様
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

■
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
５
月
16
日（
木
）

地
域
貢
献
活
動
第
２
弾
と
し
て
、
厚

真
中
央
小
隣
に
新
設
さ
れ
た
「
厚
真
放

課
後
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
」
に
５
人
の
生

徒
が
出
向
き
、
来
所
し
て
い
る
子
ど
も

た
ち
と
交
流
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
は
、

一
度
も
出
向
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

た
め
、
２
年
振
り
の
交
流
と
な
り
ま
し

た
。今

年
は
定
期
的
に
訪
れ
る
予
定
で

す
。
今
回
は
、
天
気
も
良
く
、
裏
側
の

杜
で
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
が
楽
し
み
で
す
。

■
放
課
後
ゴ
ミ
拾
い　

５
月
17
日（
金
）

生
徒
会
執
行
部
の
取
り
組
み
と
し

て
、「
校
舎
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

５月の厚高

厚高インフォメーション
Atsuma High school Information 

Vol.234

短

歌

あ
つ
ま
文
芸
友
の
会
発
行
「
文
芸
あ
つ
ま
第
二
十
三
号
」
か
ら
抜
粋

紫
陽
花
に
朝
露
き
ら
り
陽
に
光
る
庭
愛
で
る
は
吾
と
そ
よ
風

初
夏
迎
え
緑
濃
く
な
る
北
の
地
を
広
げ
る
よ
う
に
爽
や
か
な
風

庭
先
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
株
少
な
き
も
存
在
示
し
仄
か
に
香
る

本
郷　

武
田　

弘
子

京
町　

中
井　

る
み
子

新
町　

中
田　

充
子

学校の取組をご覧いただけます。
厚真高校ホームページ

http://www.atsuma.hokkaido-c.ed.jp/

厚 真 町
地 域 お こ し
協 力 隊 着 任 平成30年６月（２年目）

出 身 地 日高町

ひとこと まだまだわからないことがたくさん
あるので、勉強したいです。

地域おこし協力隊　農業支援員

髙
たか
橋
はし
慶
けい　いち
一 さん（41歳）

自
己
紹
介
を
ど
う
ぞ
！

昨
年
の
６
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊

農
業
支
援
員
と
し
て
活
動
し
て
い
る
高
橋

で
す
。
厚
真
町
に
移
住
す
る
前
は
、
千
歳

市
の
食
品
工
場
や
苫
小
牧
市
の
木
材
加
工

会
社
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。
屋
内
の
仕
事

が
多
か
っ
た
の
で
、
太
陽
を
浴
び
な
が
ら

仕
事
が
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
農

業
を
志
し
ま
し
た
。

活
動
の
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

主
に
担
い
手
研
修
農
場
で
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
や
イ
チ
ゴ
、
ハ
ス
カ
ッ
プ
、
大
豆
、
小
豆
、

な
ど
の
栽
培
を
研
修
し
て
い
ま
す
。
当
た

り
前
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
収
穫
作
業
が

一
番
好
き
で
す
。
自
分
で
作
っ
た
野
菜
は

今
ま
で
食
べ
た
野
菜
の
中
で
一
番
お
い
し

く
感
じ
ま
し
た
。

５
月
は
町
内
の
農
家
さ
ん
の
も
と
で
田

植
え
を
経
験
し
ま
し
た
。
田
植
え
機
に
乗

り
、
補
助
を
し
ま
し
た
が
、
水
の
張
っ
た

田
ん
ぼ
に
き
れ
い
に
苗
が
植
わ
っ
て
い
く

様
子
は
と
て
も
気
持
が
よ
か
っ
た
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

着
任
か
ら
１
年
が
経
ち
ま
す
が
、
町
民

の
方
と
関
わ
る
機
会
が
少
な
く
、
あ
ま
り

面
識
が
あ
り
ま
せ
ん
。
も
っ
と
厚
真
町
に

溶
け
込
み
、
皆
さ
ま
と
交
流
を
持
ち
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
農
業

を
学
び
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
指
導

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

厚真中央小学校６年

飯
いい
塚
づか
芽
め
生
い
さん

梶
かじ
谷
たに
怜
れい
矢
や
くん

大
おお
宮
みや
幹
かん
丞
すけ
くん

大
おお
越
こし
 こころさん

いい づか め いづか

おおこし
かじ たに れい や

〇 キャンプ用テント、ワンタッチ式を含むミニテント、ター
プ等の設置を一部のエリアで禁止します（パラソルは可）。
禁止エリア内でテント等を設置している方には、撤去して
いただきますのでご注意ください。

〇 飲酒運転や、路上および私有地の無断駐車は絶対しないで
ください。

〇 車上荒らしにご注意ください。車内に貴重品は置かないで
ください。

〇本部の許可なくドローンは絶対に使用しないでください。
〇喫煙は所定の場所で行ってください。

無料シャトルバス時刻表（発車時刻）

15
日

16
日

厚真町田舎まつり運営実行委員会　☎27-2486　本部臨時電話 ※まつり当日のみ開設　☎070-4039-4193

しゃべーる発 12：30･14：30･15：30･16：3017：30･18：30･19：30
会 場 発 15：00･16：00･17：00･18：0019：00･20：40･21：00

しゃべーる発 ８：30･９：30･10：30･11：3012：30･13：30
会 場 発 10：00･11：00･12：00･13：0014：00･15：00
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健　康　情　報
歯の健康づくりについて

保 健 師

五
い が ら し

十 嵐  夢
ゆ め

世
よ

今月の担当

17

イベントカレンダー ７月
ち毎週日曜▷ちびっこデー
小学生はサービス券2枚
㋛毎週月曜▷シルバーデー
65歳以上はあつまるカード
ポイント３倍
㋱毎週火曜▷メンズデー
男性はサービス券2枚
高○毎週水曜▷�高齢者無料�

入浴券の日
町交付の無料入浴券ご利用の
方はヘルシーセットが500円
㋹毎週木曜▷レディースデー
女性はサービス券2枚
⃝町最終金曜▷町民の日
誕生月の町民の方はレストラ
ン利用で入浴無料

・2と6のつく日はポイント3倍
あつまるカードポイントが３倍
・5のつく日は無料券利用でポイ
ント5倍
町交付の無料入浴券ご利用の
方はあつまるカードポイント
が5倍
・毎月26日は風呂の日
あつまるカードポイントが3
倍、サービス券2枚

  毎週月曜・火曜（祝日除く）
▷ビールが半額

  毎週木曜・最終日曜▷ソフ
トクリーム半額

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ 5 6

㋛ ㋱ ３倍 高○ ㋹  ３倍
7 8 9 10 11 12 13
ち ㋛ ㋱ 高○ ㋹  ３倍
14 15 16 17 18 19 20
ち ㋛ 2倍 ㋱ ３倍 高○ ㋹ 
21 22 23 24 25 26 27
ち ㋛ ３倍 ㋱ 高○ ㋹ 2倍 ⃝町 風呂
28 29 30 31
ち ㋛ ㋱ 高○ 

 

問い合わせ　こぶしの湯あつま　☎26-7126

３歳以下のお子さんの写真を募集し
ています。住所、氏名（ふりがな）、生
年月日、性別、両親の氏名（ふりがな）、
電話番号を明記の上、まちづくり推進
課企画調整グループへ。
〈メール〉kikaku@town.atsuma.lg.jp

まちの
アイドル

おおがき とこちゃん（3） ふじむら まつばくん（3）

6月29日（土）～7月21日（日）

７月11日（木）～８月12日（月・祝）
特別メニューin札幌

ハスカップ狩り スタンプラリー
町内の12軒の農園でハスカップ狩りが楽しめます。 ハスカップ狩りと、対象店舗での食事・買い物で

もらえるスタンプを集めると
ハスカップ商品が当たる抽選に応募できます。

【食事】レストランこぶし、ドライブイン本郷、髙寿司、ナイト
サパー徳永、中島食堂、まちなか交流館しゃべーる、ハスカッ
プカフェLabo、潮騒、食空間ゆるり、厚真園、shijimacafe、
momocafé、此方、お食事処かくれん坊、スナック愛結

【買い物】こぶしの湯あつま、ハマナスクラブ厚真藤井店、市原
精肉店、Aコープ厚真店、Aコープかみあつま折坂店、パン工
房Chillin’

イタリア料理イルピーノ、幸せのレシピ、ショコラティエ
マ サ ー ル、 月 と 太 陽 B

ブ ル ゥ イ ン グ
REWING、G

ジ ェ ラ テ リ ア
ELATERIA G

ジ ェ リ ー ム
eream、

B
バ ー
ar T

トラディッション
radition、Y

ヤ ナ ギ
ANAGI、c

カ ン テ ィ ー ヌ
antine S

セ ル
EL

札幌市内の飲食店で、厚真産ハスカップを
使用した特別メニューが味わえます。

※料金・開園状況は農園により異なります
※ フェア期間中でも天候や果実の状況により閉園するこ

とがあります

問い合わせ　厚真産ハスカップブランド化推進協議会（産業経済課経済グループ内）　☎27-2486

農園 住所 電話番号
頗 美 宇 農 園 高丘455 27-3331
松 平 農 園 高丘528 29-5327
山 城 農 園 高丘556 29-5325

ハスカップ農園みのり 幌内958-1 090-3893-2007
畑 嶋 農 園 東和194 090-8425-2882
山 口 農 園 宇隆163-5 27-2137
佐藤農園（宇隆）宇隆17-4 27-3663
佐藤農園（共栄）共栄393 090-9083-9802
佐 久 間 農 園 鯉沼195 090-8631-4944
山 崎 農 園 鹿沼144 090-3648-5378
石 井 農 園 富里307-1 090-5987-5513
荒 山 農 園 上野209-1 27-3001

厚真産ハスカップフェア厚真産ハスカップフェア厚真産ハスカップフェア

６
月
４
日
か
ら
６
月
10
日

は
、
厚
生
労
働
省
、
文
部
科

学
省
、
日
本
歯
科
医
師
会
が

定
め
る
「
歯
と
口
の
健
康
週

間
」
で
し
た
。
皆
さ
ん
は
お

口
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
普

段
か
ら
心
が
け
て
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？
お
口
の
健

康
は
、
お
い
し
い
も
の
を
食

べ
る
た
め
だ
け
で
は
な
く
、

全
身
の
健
康
を
維
持
す
る
た

め
に
と
て
も
大
切
で
す
。
こ

の
機
会
に
、
歯
の
健
康
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

〇
虫
歯
と
は

虫
歯
菌
が
つ
く
り
出
す
酸

に
よ
っ
て
歯
が
溶
け
て
し
ま

う
病
気
の
こ
と
で
す
。

〇
虫
歯
が
で
き
る
要
因　

①
虫
歯
菌
…
歯
磨
き
な
ど

が
不
十
分
だ
と
、
プ
ラ
ー
ク

が
た
ま
り
や
く
な
り
ま
す
。

す
る
と
プ
ラ
ー
ク
の
中
で
虫

歯
菌
が
繁
殖
し
て
し
ま
い
ま

す
。②

口
の
中
が
よ
く
乾
く
…

唾
液
に
は
口
の
中
を
中
和
・

殺
菌
・
洗
浄
と
い
っ
た
歯
を

守
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
虫

歯
菌
は
歯
に
付
着
し
て
も
、

多
く
の
場
合
は
唾
液
で
流
さ

れ
ま
す
が
、
唾
液
量
が
少
な

い
と
、
虫
歯
菌
は
歯
に
付
着

し
た
ま
ま
増
殖
し
続
け
た
状

態
に
な
り
ま
す
。

③
食
習
慣
…
虫
歯
菌
は
糖

分
を
え
さ
に
し
て
増
殖
し
ま

す
。
甘
い
飲
料
水
を
多
く
飲

む
、
間
食
の
回
数
が
多
い
と

い
っ
た
食
習
慣
が
あ
る
方
は

要
注
意
で
す
。

※
プ
ラ
ー
ク
：
歯
垢
と
も
言

わ
れ
、
虫
歯
菌
や
歯
周
病
菌

な
ど
の
細
菌
の
か
た
ま
り
。

歯
の
表
面
に
付
着
し
て
い
る

白
色
ま
た
は
黄
色
の
ネ
バ
ネ

バ
し
た
物
質
の
こ
と
。

〇
予
防
方
法

・
正
し
い
歯
磨
き
を
す
る

…
歯
ブ
ラ
シ
で
磨
く
と
き
は

力
を
入
れ
過
ぎ
ず
に
優
し
く

磨
き
ま
し
ょ
う
。
歯
と
歯
の

隙
間
は
、
歯
間
ブ
ラ
シ
な
ど

の
使
用
が
お
す
す
め
で
す
。

ま
た
、
プ
ラ
ー
ク
の
た
ま
り

や
す
い
歯
の
付
け
根
、
下
の

前
歯
の
裏
側
や
奥
歯
は
特
に

磨
き
残
し
の
な
い
よ
う
に
丁

寧
に
磨
き
ま
し
ょ
う
。

・
虫
歯
に
な
り
や
す
い
食

習
慣
を
避
け
る
…
お
菓
子
や

ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
甘
い
も
の

や
間
食
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

・
唾
液
分
泌
を
促
す
も
み

ほ
ぐ
し
を
す
る
…
口
の
中
の

乾
き
を
改
善
で
き
る
よ
う
、

３
本
の
指
で
耳
の
下
を
軽
く

も
み
ほ
ぐ
す
。
ま
た
、
少
量

の
水
を
含
ん
で
口
の
中
を
潤

す
こ
と
も
お
す
す
め
で
す
。

・
定
期
的
に
歯
医
者
を
受

診
す
る
…
年
に
１
回
は
歯
科

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

〇
歯
周
病
と
は

歯
に
プ
ラ
ー
ク
が
た
ま
る

こ
と
で
、
歯
茎(

歯
肉)

に

炎
症
が
起
こ
り
、
歯
根
膜
・

歯
槽
骨(

あ
ご
の
骨)

な
ど

の
歯
を
支
え
て
い
る
組
織
が

破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
病
気
で

す
。
症
状
が
進
行
す
る
と
歯

が
抜
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

歯
周
病
に
な
る
と
、
歯
と
歯

茎
の
間
に
隙
間
が
で
き
、
虫

歯
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
隙
間
か
ら
歯
周

病
菌
が
入
り
こ
み
、
全
身
の

血
液
に
流
れ
る
た
め
、
全
身

の
病
気
を
引
き
起
こ
し
や
す

く
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

脳
梗
塞
・
心
筋
梗
塞
・
糖
尿

病
・
腎
臓
病
等
と
い
っ
た
血

管
の
病
気
で
す
。
そ
の
他
に

も
、
早
産
・
低
体
重
児
出
産
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

と
の
関
係
も
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。

〇
歯
周
病
の
疑
い

▪�

歯
ぐ
き
が
ム
ズ
ム
ズ
し
て

か
ゆ
い

▪
歯
ぐ
き
の
腫
れ

▪�

歯
を
磨
く
と
歯
ぐ
き
か
ら

出
血
す
る

▪
口
臭
が
あ
る

▪�

口
の
中
が
ネ
バ
ネ
バ
し
て

い
る

▪�

歯
と
歯
の
間
に
食
べ
物
が

つ
ま
り
や
す
い

▪�

歯
を
触
る
と
グ
ラ
グ
ラ
し

て
い
る

３
個
以
上
当
て
は
ま
る
場

合
は
、
歯
周
病
が
疑
わ
れ
ま

す
。ギ

リ
ギ
リ
と
歯
を
強
く

こ
す
り
合
わ
せ
る
「
歯
ぎ

し
り
」、
グ
ッ
と
上
下
の
歯

を
強
く
か
み
し
め
る
「
食

い
し
ば
り
」、
カ
チ
カ
チ
と

上
下
の
歯
を
か
み
あ
わ
せ
る

「
タ
ッ
ピ
ン
グ
」
の
主
に
３

つ
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

癖
は
、
虫
歯
や
歯
周
病
の
悪

化
に
つ
な
が
り
、
重
症
に
な

る
と
歯
が
割
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
起
こ
る
原

因
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
か
み
あ
わ
せ
の
不
具

合
や
ス
ト
レ
ス
、
あ
ご
周
り

の
筋
肉
の
不
調
な
ど
が
関
係

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

〇
症
状
を
軽
減
す
る
た
め
に

歯
ぎ
し
り
や
食
い
し
ば
り

は
、
無
意
識
の
う
ち
に
行
っ

て
い
る
た
め
、
自
力
で
止
め

る
こ
と
は
困
難
で
す
。
か
み

合
わ
せ
が
悪
い
場
合
は
、
か

み
合
わ
せ
の
治
療
を
す
る
と

症
状
が
改
善
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
か
み
合
わ
せ
以
外

に
原
因
が
あ
る
場
合
は
、
歯

へ
の
衝
撃
を
減
ら
す
対
策
を

行
い
ま
す
。
寝
て
い
る
間
に

歯
ぎ
し
り
を
し
て
い
る
人
は
、

就
寝
時
用
の
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス

を
装
着
し
ま
す
。
ま
た
、
強

い
ス
ト
レ
ス
が
あ
る
場
合
は
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
時
間
を
つ

く
る
よ
う
に
し
た
り
、
ス
ト

レ
ス
を
解
消
で
き
る
方
法
を

見
つ
け
ま
し
ょ
う
。
歯
ぎ
し

り
や
食
い
し
ば
り
の
治
療

は
、
長
期
間
か
か
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
根
気
よ
く
続

け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

虫
歯
に
つ
い
て

歯
周
病
に
つ
い
て

歯
ぎ
し
り
に
つ
い
て

R１.６
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保健の掲示板 7月

あつまクリニック　☎ 27‒2422
京町15（受付時間　9時～11時30分、14時～16時30分)

町民福祉課 健康推進グループ　☎ 26‒7871
京町165‒1（総合ケアセンターゆくり内）
（受付時間　9時～11時30分、14時～16時30分）

問い合わせ
予約・受付

◉ 随時受け付けている予防接種

◉ 予約が必要な予防接種

健診・相談

予防接種

ＢＣＧ
対 象 生後５カ月～１歳未満
予 約 先 あつまクリニック※１週間前までに予約してください

Ｂ型肝炎
対 象 生後２カ月～１歳未満
標準的な
接種時期

(初回)27日以上あけて２回
（追加）１回目終了後から20～24週あけて１回

ヒブ
対 象 生後２～60カ月未満
標準的な
接種時期

（初回） 生後２～７カ月（27日以上あけて３回）
（追加）生後７～13カ月あけて１回

小児肺炎球菌
対 象 生後２～60カ月未満
標準的な
接種時期

（初回） 生後２～７カ月（27日以上あけて３回）
（追加） 生後12～15カ月（初回後60日以上あけて１回）

四種混合（ジフテリア・破傷風・百日咳・ポリオ）
対 象 生後３～90カ月未満
標準的な
接種時期

（初回） 生後３～12カ月に20～56日あけて３回
（追加）初回後12～18カ月あけて１回

日本脳炎

対 象
３～９歳
※特例で20歳未満まで接種ができます。詳しくは
町保健師にお問い合わせください

標準的な
接種時期

（１期初回）３歳：６～28日あけて２回
（１期追加）４歳：  １期初回終了後約１年あけて１回
（２　　期）９歳：１回

水痘（水ぼうそう）
対 象 生後12～36カ月未満※すでに罹患済みの場合は対象外
標準的な
接種時期

(初回)生後12～15カ月未満に１回
(追加)初回後６～12カ月後に１回

ＭＲ混合（麻しん・風しん）

対 象
①生後12～24カ月までのお子さん
② 平成25年４月２日～平成26年４月１日生まれの
お子さん（小学校就学前の１年間）

おたふくかぜ（任意）

対 象
１～３歳未満
※任意の予防接種ですが町独自の助成により無料
※すでに罹患済みの場合は対象外

予 約 先 あつまクリニック

小児マヒ(ポリオ)

対 象
生後３～90カ月未満
※生ポリオワクチン(２回)および四種混合ワクチ
ンをすでに受けている場合は不要

標 準 的 な
接 種 時 期

（初回）生後３～12カ月に３回
（追加）初回後12～18カ月後に１回

予 約 先 町民福祉課健康推進グループ※１週間前までに予約してください

乳幼児相談

対 象
平成30年５月５日～令和元年５月４日
生まれ（生後２～14カ月）のお子さんと
保護者

と き ７月４日（木）10時～11時15分（受付）
と こ ろ 厚真子育て支援センター
持 ち 物 母子健康手帳、バスタオル

胃がん・大腸がん検診　（要事前予約）
対 象 40歳以上の方
と き
と こ ろ

７月７日（日）～９日（火）　総合ケアセンターゆくり
７月12日（金）、13日（土）厚南会館
※詳細は、５月中旬に送付されたハガキをご覧ください

肺がん・結核検診（未受診者検診）
対 象 35歳以上の方(65歳以上は結核検診を兼ねる)

と き
と こ ろ

７月25日（木）
15時～15時45分 厚南会館
17時～18時     総合ケアセンターゆくり
※今年度未受診の方には、個別に案内ハガキを送付します

予防接種について
＜共通事項＞ 接種場所

接種できる日 受　付

持ち物
あつまクリニック毎週月・水・金曜日
町民福祉課健康推進グループ（接種当日）

印鑑、母子健康手帳

保健所の相談・検査をご利用ください　問い合わせ　苫小牧保健所　☎ 0144－34－4168

厚真子育て支援センター　☎27－2438
京町152（こども園つみきに併設）

厚南子育て支援センター　☎28－3155
上厚真258－7（宮の森こども園に併設）

問い合わせ・予約・相談

7月の よてい
子育て支援センター

自由開放
月曜～金曜日
９時～11時30分、13時～14時

子育て相談
14時～16時（火曜・木曜日）
※事前の連絡をお願いします

サークル活動
14時～16時（月曜・水曜・金曜日）
※予約制です。詳しくは各支援センターにお問い合わせください

子育て講座  ごろんアート講座
子育て支援センターが写真館に大変身？！
お子さんの写真を素敵に飾りつけてみませんか？
日　時：７月２日（火）　10時～11時
場　所：厚真子育て支援センター
持ち物： カメラ(スマホ可）、はさみ、スティッ

クのり（液体のり不可）
参加費：500円（材料費）
定　員：先着10組
※申し込みはお早目に厚真子育て支援センターへ

子育て講座  すくすく教室　野菜を使ったおやつ作り
日　時：７月19日（金）　10時～12時
場　所：総合ケアセンターゆくり２階調理実習室
メニュー：野菜を使ったおやつ
持ち物： エプロン、三角巾、手拭きタオル、おしぼり、

飲みもの、子ども用スプーン・フォーク
対　象：子育て支援センターを利用している親子
定　員：先着10組
※申し込みは7月28日（水）までに各子育て支援センタ
ーへ

子育て講座  応急手当
夏に起こりやすいお子さんのトラブルについて
正しい対処の方法を教わります。
日　時：7月23日（火）　10時～11時
場　所：厚南子育て支援センター
対　象：子育て中のお母さん、地域の方
内　容： 熱中症・日射病、溺水などの対応の講話、

実践
※申し込みは７月16日（火）までに厚南子育て支
援センターへ

森ガール  てのひらの森づくり「こけぼんさい」

日　時：７月５日（金）　９時30分～12時
場　所： 環境保全林（豊沢フォーラムビレッジ奥）

※雨天時は厚南児童会館 
内　容： コケを集める森散歩・親子泥あそび体験・

コケ盆栽作り・たき火お茶会
※申し込みは６月28日（金）までに各子育て支援セン
ターへ。詳細は、各子育て支援センターで後日配布
するパンフレットをご確認ください

診療科目 内科・小児科
住　　所 苫小牧市旭町2‒9‒2
電　　話 0144－32－0099 

診療時間
平 日 19時～翌朝7時
土 曜 日 14時～翌朝7時
休 日 ９時～翌朝7時

日程 区分 病　　院　　名 住　所（苫小牧市） 電話(0144)
７日
（日）

内科系 沖医院 旭町４-４-15 32 -8870
外科系 勤医協苫小牧病院 見山町１-８-23 72 -3151

14日
（日）

内科系 いまい内科クリニック 双葉町１-４-２ 37 -8686
外科系 同樹会苫小牧病院 新中野町３-９-10 36 -1221

15日
（月祝）

内科系 苫小牧消化器外科 北栄町３-５-１ 51 -6655
外科系 苫小牧消化器外科 北栄町３-５-１ 51 -6655

21日
（日）

内科系 波岡内科消化器科クリニック 東開町４-20-18 51 -2811
外科系 苫小牧日翔病院 矢代町２-９-13 72 -7000

28日
（日）

内科系 たかぎ内科・循環器内科 北栄町１-22-33 53 -7700
外科系 ケーアンドエークリニック 日新町２-６-１ 71 -2000

7月の日曜・祝日当番医　診療時間：９時~17時 苫小牧市夜間休日急病センター

北海道救急医療・広域災害情報システム

夜間・休日・年末年始は急病センタ
ーも診察を受け付けています。

近くの医療機関などが検索できます
http://www.qq.pref.hokkaido.jp
☎0120－20－8699
☎011－221－8699(携帯·PHSから)

相談・検査の名称 内　容 日　程 受付・予約
医療相談 保健・医療・福祉などの相談 毎週 月~金※祝日除く 随時受付
女性の健康相談 妊娠、出産、子育てなど女性の心身の相談 ７月19日 金

予約：苫小牧保健所
☎0144‒34‒4168

こころの健康相談 こころの病気・思春期の不適応などの相談 ７月18日 木
肝炎ウィルス検査 感染が疑われる方は無料（要事前確認） ７月２日 火
骨髄バンク登録 登録の基準があります ７月２日 火、16日 火
HTLV-1抗体検査 検査日の20日前までに予約してください ７月16日 火
HIV検査（エイズ相談） 無料、匿名検査（要事前確認） ７月２日 火、３日 水、16日 火 予約：エイズ専用電話

☎0144‒35‒7474
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（
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と
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ー

ル
）、
中
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向
け
１
コ
ー
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エ
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セ
ル
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０
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９
で
作
る
集
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初
級
）、
上
級
者
向
け
２
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ー
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（
エ
ク
セ
ル
３
級
検
定
対
策
、
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ク
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ル
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０
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９
で
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る
集
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計
４
コ
ー
ス
を
実
施
予

定
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す
。

■
講
習
の
日
程
・
受
講
料
な
ど

詳
し
く
は
苫
小
牧
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

苫
小
牧
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー（
☎
０
１
４
４
－
５
５
－
６

６
２
２
、
Hhttp://w

w
w
.to

m
akom

ai.ac.jp/

）

体
育
協
会
は
地
域
ス
ポ
ー
ツ

を
支
援
し
ま
す

町
体
育
協
会
（
吉
岡
茂
樹
会

長
）
で
は
、
各
自
治
会
が
ス
ポ
ー

ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し

て
、
地
域
住
民
の
体
力
づ
く
り
や

親
睦
を
深
め
る
目
的
で
実
施
す
る

事
業
に
対
し
て
、
経
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

■
対
象
事
業
　

①�

自
治
会
が
主
催
す
る
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
等
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

②�

自
治
会
と
し
て
参
加
す
る
集
ま

リ
ン
ピ
ッ
ク

③�

定
期
的
に
開
催
す
る
健
康
体
操

等
（
子
ど
も
の
夏
休
み
に
行
う

ラ
ジ
オ
体
操
等
は
除
く
）

④�

そ
の
他
、
会
長
が
認
め
る
も
の

■
助
成
額
・
回
数

定
額
で
、
回
数
は
原
則
と
し
て

各
自
治
会
年
度
内
１
回
。
申
請
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

町
体
育
協
会
事
務
局
（
町
議
会

事
務
局
内�

☎
２
７
－
２
４
８
５
）

働
き
た
い
方
の
た
め
の 

出
張
相
談
会

苫
小
牧
市
で
「
働
き
た
い
」
を

応
援
す
る
無
料
出
張
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

■
対
象

お
お
む
ね
15
歳
～
39
歳
の
方
と

そ
の
家
族

■
場
所

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
と
ま
こ
ま
い（
苫

小
牧
市
表
町
５
丁
目
11
－
５
ふ
れ

ん
ど
ビ
ル
３
階
）

■
内
容

就
労
相
談

■
日
時

６
月
26
日（
水
）14
時
～
16
時

（
先
着
順
・
予
約
可
）、
毎
月
第
４

水
曜
14
時
～
16
時

■
問
い
合
わ
せ

と
ま
こ
ま
い
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン（
☎
０
１
４
４
－
８

４
－
８
６
７
０
）

10時30分～11時
３日（水）、５日（金）、11日（木）
12日（金）、17日（水）、19日（金）
22日（月）、24日（水）、29日（月）、31日（水）

13時30分～14時 ２日（火）、18日（木）、30日（火）
15時30分～16時 ８日（月）、26日（金）
 問い合わせ

（一社）苫小牧地区交通安全協会☎0144-33-1458

マチの善意

自衛官候補生
〇応募資格
18歳以上33歳未満の者（32歳の方は苫小牧出張所に要
連絡。第２回試験は高校生を除く。）
〇受付期間
第２回試験…７月8日（月）~８月23日（金）
第３回試験…７月8日（月）~９月12日（木）

（締切日必着）
〇試験日程
第２回試験…８月29日（木）~31日（土）のいずれか１日（女
子は30日（金）または31日（土））
第３回試験…9月25日（水）~30日（月）のいずれか１日（女
子は27日（金）または28日（土））
〇試験科目　
筆記試験（国語・数学・社会・作文・適正検査）口述試験、
身体検査

一般曹候補生
〇応募資格
18歳以上33歳未満の者（32歳の方は苫小牧出張所に要
連絡）
〇受付期間
７月１日（月）~９月６日（金）（締切日必着）
〇試験日程（１次試験）
９月20日（金）~22日（日）のうち指定する１日
〇試験科目　
筆記試験（国語・数学・英語・作文・適正検査）

航空学生
〇応募資格
航空要員…18歳以上21歳未満の者
海上要員…18歳以上23歳未満の者
※年齢は令和２年４月１日現在
〇受付期間
７月１日（月）~９月６日（金）（締切日必着）
〇試験日程（１次試験）
９月16日（月）
〇試験科目　
筆記試験（国語・数学・英語・社会理科から選択・適正検査）

自衛隊札幌地方協力本部 苫小牧出張所
☎0144‒32‒3725

苫小牧市交通安全センターで行っている運転免許
証更新時講習（優良）の日程をお知らせします。

このほかの講習日程（一般、違反、初回）について
は、下記までお問い合わせください。

７月の運転免許証更新時講習の日程

自 衛 官 等 募 集

募集職種
（ 人 数 ）

① 保育士（若干名）
② 看護師（１人）
③ 保育補助員（若干名）
④ 代替調理員（若干名）

応募資格

① 保育士資格をお持ちの方
② 看護師資格をお持ちの方
③ 保育業務に関心のある方
④ 調理業務に関心のある方

勤 務 地 ①③④ こども園つみき、宮の森こども園
② こども園つみき

勤務時間
①②③ ７時30分～18時30分のうち

５時間30分～７時間45分（応相談）
④ ８時30分～15時のうち

３～６時間程度（応相談）

勤 務 日 ①②③ 日曜・祝日を除く週６日間のうち５日間
④ 日曜・祝日を除くが指示した日

賃 金

① 月額167,200円～
（７時間45分勤務の場合）賞与あり

② 月額180,700円～
（７時間45分勤務の場合）賞与あり

③ 月額150,800円
（７時間45分勤務の場合）賞与あり

④ 時給890円
勤務期間 ７月１日～12月31日

（令和２年３月31日まで更新の場合あり）
各種保険 社会保険などは法律に基づき適用

〇応募方法　履歴書（写真貼り付け）と資格証明書（コ
ピー可）を提出してください
〇締切　６月21日（金）まで
〇応募・問い合わせ　町民福祉課 子育て支援グループ

（〒059-1692　京町120　☎26－7872）

こども園臨時職員

募集職種
（ 人 数 ）

① 放課後児童クラブ支援員〔時給〕
（３人）

② 代替支援員（若干名）

応募資格

（ｲ） 放課後児童支援員の資格を有する方
（ﾛ） 保育士、教員、児童厚生員などの資

格を有する方
（ﾊ） 放課後児童クラブの仕事に興味があ

り熱意がある方

勤務時間

①

学校開業日…12時30分～18時30分
のうち４時間（下校時間により勤務
時間の変更あり）
学校休業日・土曜…7時30分～18時
30分のうち5時間～７時間45分

②

学校開業日…12時30分～18時30分
のうち３時間（下校時間により勤務
時間の変更あり）
学校休業日・土曜…7時30分～18時
30分のうち指定した時間

勤 務 日 ① 日曜・祝日を除く週６日のうち原則
５日間

② 支援員が不足した場合に勤務
賃 金（ｲ）（ﾛ）時給980円 （ﾊ）時給910円
勤務期間 随時採用～令和２年3月31日
各種保険 社会保険などは法律に基づき適用

〇応募方法　履歴書（写真貼り付け）と資格証明書（コ
ピー可）を提出してください
〇締切　随時募集（ただし①は定員になり次第募集
を締め切り）
〇応募・問い合わせ　教育委員会 生涯学習課 社会
教育グループ（〒059-1601　京町165-1　 ☎27－
2495）

募 集
放課後児童クラブ支援員

日　時　７月６日（土）13時～15時30分
会　場　本郷マナビィハウス
定　員　30人（先着順）
参加料　無料
申し込み・問い合わせ（当日申し込みも可能）
RethinkCreatorProjectウェブサイト
https://rethink-creator.jp
地域おこし協力隊　田中克幸
tanakakatuyuki@gmail.com

R
リ シ ン ク
ethink C

ク リ エ イ タ ー
reator S

セ ミ ナ ー
eminarは、「デザインと情報編集の

考え方」を使って、地域ならではの身近な魅力を発見しそ
れを簡単にデザインで表すまでが一度に学べるセミナーです。
何げない身近な写真に一言を加え
て、地元の面白いポスターを作っ
てみましょう！デザインの経験が
ないという方も気軽に参加できます。

Rethink講座＆ワークショップ
「デザインの考え方」を学びながら、厚真の魅力を再発見して、楽しく発信するワークショップ

「今まで当たり前だと思っていたこと」「マイナスのイメージがあること」など
厚真ならではのことに対して、視点を変えて考え、地元の魅力を発信してみよう！
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年
、
夏
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は
、
実
行
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会
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る
町
建
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心
よ
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し
上
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ま
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問い合わせ窓口
〔ゆ〕…総合ケアセンターゆくり内　〔福〕…総合福祉センター　〔プ〕…役場庁舎別館前プレハブ
〔青〕…青少年センター内　〔か〕…旧かしわ保育園内

問い合わせ内容 担 当 部 署 電 話 番 号
被災された方の相談窓口 総務課災害復興グループ

２７－２４８１義援金 総務課財政グループ
り災証明・被災証明 総務課税務グループ〔プ〕
防災対策 総務課研修防災グループ ２７－２３２２
社会福祉・生活再建 町民福祉課福祉グループ〔ゆ〕 ２６－７８７２子育て 町民福祉課子育て支援グループ〔ゆ〕
高齢者福祉 地域包括支援センター〔か〕

（厚真町社会福祉協議会内） ２９－７４０７
災害廃棄物 町民福祉課災害廃棄物グループ〔福〕

２６－７８７１
戸籍、住民登録、墓地
国民健康保険、ごみ 町民福祉課町民生活グループ〔ゆ〕

健康相談 町民福祉課健康推進グループ〔ゆ〕
広報広聴、地域公共交通 まちづくり推進課企画調整グループ

２７－３１７９あつま災害エフエム
町有地分譲地管理 まちづくり推進課総合戦略グループ
農林業 産業経済課農業グループ、林業グループ ２７－２４１９
商工業、観光、水産 産業経済課経済グループ ２７－２４８６
道路、河川 建設課土木グループ ２７－２４５１
住宅 建設課建築住宅グループ ２７－２３２５
上下水道 建設課上下水道グループ ２７－２３２６
学校 教育委員会生涯学習課学校教育グループ〔青〕 ２７－２４９４
社会教育、図書室 教育委員会生涯学習課社会教育グループ〔青〕 ２７－２４９５
消防 胆振東部消防組合厚真支署 ２６－７１１９
ボランティア 厚真町災害ボランティアセンター〔か〕 090－7647－6583

@atsuma

無料コミュニケーションアプリ「Ｌ
ラ イ ン
ＩＮＥ」で

災害時の緊急情報、支援情報、町政情報
などを配信しています。
※ＬIＮＥアプリから友だち追加してください

•ＩDで追加

•QRコードで追加

facebook  < フェイスブック >

町ホームページ

お知らせやイベント情報を
発信しています！

厚真町の今やあなたの想いを
投稿してください！

https://www.facebook.com/atsumatownhokkaido

http://www.town.atsuma.lg.jp/

https://www.instagram.com/atsumalovers/

Instagram  < インスタグラム >

町の情報を発信中

あつま災害エフエム
周波数

放送時間
（各15分程度）

 ８時
12時
18時
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